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厚生労

遺伝子を

人間の受

を誕生さ
て歯止め

厚労省専F

4月、昭和天皇が埋葬された武蔵陵の参拝を終えられた天皇、皇后両陛下（当
時）を見送る ��大勢の人たち。地元の中学生らも参加した＝東京都八王子市で 
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これがオリ・パラ教育？
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一
そ
圭
禄
高
夢
高

限
っ
て
容
認
し
た
も
の
の
、
子
宮
に

戻
し
て
子
ど
も
を
誕
生
さ
せ
る
行
為

は
法
規
制
す
る
よ
う
促
す
報
告
書
を

ま
と
め
た
。

4
月
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
つ
い

▲
　
て
議
論
し
た
政
府
の
生
命
倫
理
専

門
調
査
会
＝
東
京
都
千
代
田
区
で

す
ら
裏
、
）
／
）
（
）
∪
－
く
　
“
罫
1
－
／
】
（
，
．
∪
－
く
液
レ
鴨
井

や
病
状
に
よ
っ
て
も
意
見
は
違
う
。

単
純
に
『
推
磐
　
『
慎
重
』
と
色
分

け
で
き
る
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ

ね
…
」

来
夏
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
大

会
組
織
委
員
会
や
東
京
都
は
、
小
申
校
生
を
対
象
に
「
オ

リ
・
パ
ラ
教
育
」
を
進
め
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
内
容
を

見
る
と
、
皇
室
行
事
の
際
、
小
学
生
に
授
業
と
し
て
沿
道

で
日
の
丸
を
振
ら
せ
た
り
、
酷
暑
が
予
想
さ
れ
る
の
に
競

技
観
戦
を
事
実
上
強
制
し
た
り
、
と
都
合
よ
く
子
と
も
た

ち
を
動
員
し
た
い
「
大
人
の
事
情
」
が
透
け
る
も
の
も
。

オ
リ
・
パ
ラ
教
育
の
「
子
と
も
フ
ァ
ー
ス
ト
」
じ
ゃ
な
い

実
態
を
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
山
夏
子
）

「
大
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
実
態
次
々

「
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
昭

和
天
皇
へ
の
退
位
の
へ
し
報
告
の

為
、
八
王
子
の
武
蔵
陵
を
訪
問

さ
れ
ま
し
た
」
　
「
日
の
丸
の
小

旗
四
千
本
は
た
ち
ま
ち
無
く
な

り
、
沿
道
の
小
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
園
の
子
供
た
ち
ば
手

作
り
の
小
旗
で
集
ま
っ
て
く
れ

ま
し
た
」
こ
れ
は
、
ま
だ
自
民
党
幹
事

長
代
行
だ
っ
た
萩
生
田
光
二

現
文
部
科
学
相
の
四
月
二
十
六

日
付
ブ
ロ
グ
だ
。
同
二
十
三
日

に
、
現
在
の
上
皇
「
」
夫
妻
が
、

東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
昭
和

天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
武
蔵

陵
を
訪
れ
た
と
き
の
様
子
を
記

し
て
い
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
四
月

二
十
三
日
は
火
曜
日
で
小
学
校

は
通
常
通
り
授
業
が
あ
る
は
ず

の
日
だ
。
な
ぜ
、
小
学
生
は
沿

道
で
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て

い
た
の
か
。
実
は
、
こ
れ
は
オ

リ
・
パ
ラ
教
育
の
一
環
と
し
て

も
行
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

八
王
子
市
教
育
委
員
会
な
ど

に
よ
る
と
、
武
蔵
陵
沿
道
の
小

学
校
三
校
の
生
徒
計
約
五
百
四

十
人
が
日
の
丸
の
小
旗
を
持
つ

な
ど
し
て
出
迎
え
や
見
送
り
を

した。

三
校
は
八
王
子
市
町
会
自
治

会
連
合
会
な
ど
の
有
志
が
組
織

し
た
「
天
皇
皇
后
両
陛
下
八
王

子
奉
迎
会
実
行
委
員
会
」
　
（
解

散
）
や
、
そ
こ
か
ら
旗
を
も
ら

っ
た
同
会
地
区
会
長
ら
の
誘
い

や
市
教
委
か
ら
の
情
報
を
受

け
、
校
長
判
断
で
参
加
し
た
と

いう。動
員
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

市
教
委
は
沿
道
の
安
全
の
た
め

に
情
報
提
供
し
、
そ
れ
を
受
け

た
三
校
の
校
長
が
、
地
元
の
町

内
会
な
ど
の
要
請
も
受
け
つ

つ
、
子
供
た
ち
を
参
加
さ
せ
た

と
い
う
。
通
常
の
授
業
時
間
中

に
並
は
ぜ
た
小
学
校
も
お
っ
だ

が
、
学
校
裁
量
で
行
う
教
育
的

活
動
の
一
環
だ
そ
う
だ
。
三
校

の
校
長
に
取
材
す
る
と
、
一
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
全
校
生
徒

が
沿
道
に
並
ん
だ
小
学
校
の
校

長
は
「
本
校
は
オ
リ
・
パ
ラ
教

育
を
推
進
し
て
お
り
そ
れ
に
関

連
づ
け
て
行
っ
た
」
と
話
し

た。
同
市
教
委
の
佐
生
秀
之
指
導

主
事
は
「
六
年
の
学
習
指
導
要

領
に
は
、
国
事
行
為
な
ど
を
取

り
上
げ
天
皇
へ
の
理
解
と
敬
愛

の
念
を
深
め
る
と
あ
る
し
、
オ

リ
・
パ
ラ
教
育
で
育
て
る
五
つ

の
資
質
に
『
日
本
人
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
を
持
つ
』
が
あ

り
、
そ
れ
を
挙
つ
の
に
合
致
す

る
。
校
長
の
判
断
は
ま
っ
た
く

問
題
な
い
。
沿
道
に
並
び
旗
を

振
る
こ
と
が
問
題
だ
と
す
る
人

も
い
る
ん
で
す
ね
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
」
と
語
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
前
出
の
萩
生
田

氏
の
プ
ロ
グ
に
は
「
町
昌
運
、

安
協
、
八
王
子
ま
つ
り
や
い
ち

ょ
う
祭
り
の
実
行
委
員
会
に
も

呼
び
か
け
、
『
両
陛
下
を
お
迎

え
す
る
会
』
を
組
織
し
準
備
を

し
ま
し
た
」
と
あ
り
、
萩
生
田

氏
が
こ
の
小
旗
振
り
で
主
導
的

な
立
場
に
あ
る
よ
う
に
も
読
み

取
れ
る
。
萩
生
田
氏
の
事
務
所
に
取
材

す
る
と
、
事
務
所
は
「
本
人
が

声
が
げ
を
し
た
事
実
は
な
い
。

陛
下
を
お
迎
え
し
だ
い
と
い
う

市
民
や
団
体
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
多
数
事
務
所
に
あ
る
中
で
、

団
体
間
で
情
報
共
有
さ
れ
た
ら

よ
ろ
し
い
の
で
は
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
秘
書
が
し
た
」
と
回

答
。
オ
リ
・
パ
ラ
教
育
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
「
事
実
関
係
を
存

じ
上
げ
な
い
の
で
お
答
え
い
た

し
か
ね
ま
す
」
と
し
た
。

「
日
本
人
の
自
覚
と
誇
り
養
う
」
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観
戦
招
待
実
質
は
「
動
員
」

オ
リ
・
パ
ラ
教
育
の
一
環
と

し
て
疑
問
が
残
る
の
は
、
こ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
特
に
学
校
現

場
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
大
会
中
の
児
童
・
生

徒
の
競
技
観
戦
だ
。

大
会
組
織
委
員
会
は
都
内
や

関
東
な
ど
競
技
会
場
周
辺
の
自

治
体
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
な
ど
の
幼
稚
園
、
小
中
高
、

特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
に

観
戦
し
て
も
ら
お
う
と
、
百
三

十
万
枚
以
上
の
チ
ケ
ッ
ト
を
準

備
。
う
ち
東
京
都
で
は
、
約
八

十
一
万
人
（
九
月
末
時
点
）
の
参

加
が
予
定
さ
れ
る
。

だ
が
、
実
際
に
は
こ
の
観
戦

が
か
な
り
の
強
行
軍
と
な
り
そ

う
な
こ
と
に
、
現
場
で
は
不
安

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
八
月
の
東
京
の
酷
暑

に
対
す
る
懸
念
だ
。
八
王
子
市

在
住
の
元
教
諭
の
根
津
公
子
さ

ん
が
、
同
市
に
情
報
公
開
請
求

し
て
入
手
し
た
各
学
校
へ
の
意

向
調
査
票
に
よ
れ
ば
、
各
校
長

か
ら
は
「
熱
中
症
、
昼
食
時
の

食
中
毒
な
ど
事
故
も
想
定
さ
れ

る
」
　
「
全
児
童
が
猛
暑
の
中
、

移
動
だ
け
で
も
所
要
時
間
以
上

が
か
か
り
厳
し
い
」
　
「
生
徒
か

ら
も
暑
い
の
に
行
き
た
く
な
い

と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
」
と

い
っ
た
声
が
噴
出
し
て
い
る
。

ど
う
や
っ
て
児
童
生
徒
を
連

れ
て
行
く
か
も
難
題
だ
。
大
会

期
間
中
は
公
共
交
通
機
関
の
大

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
が
、
観
戦

場
所
ま
で
は
公
共
交
通
機
関
だ

け
で
行
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
、

引
率
の
教
員
の
チ
ケ
ッ
ト
は
中

学
生
で
二
十
人
に
一
人
し
か
割

り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
。
バ
ス

や
電
車
の
本
数
が
少
な
く
全
員

が
一
度
に
乗
り
切
ら
な
か
っ
た

り
、
会
場
ま
で
何
度
も
乗
り
換

え
る
学
校
も
あ
る
。
意
向
調
査

票
で
は
、
「
多
く
の
子
を
少
な

い
教
員
で
引
率
す
る
の
は
安
全

上
無
理
」
　
「
公
共
交
通
機
関
で

百
五
十
人
以
上
の
児
童
の
ス
ム

ー
ズ
な
乗
降
が
可
能
か
ど
う

か
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

一
方
、
多
く
の
学
校
で
半
日

以
上
か
か
る
観
戦
行
程
な
の

に
、
会
場
は
弁
当
の
持
ち
込
み

が
禁
止
さ
れ
、
飲
み
物
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
一
本
だ
け
に
制
限
さ

れ
る
そ
う
だ
。
あ
る
小
学
校
の

男
性
教
諭
雲
）
は
「
会
場
周
辺

八
王
子
市
の
小
中
学
校
の
最
終
意
向
調
査
票

の
自
由
記
述
欄
に
蕾
か
れ
た
学
校
の
不
安

は
学
校
や
学
年
単
位
で
食
事
が

で
き
る
場
所
も
な
い
し
、
弁
当

は
食
中
毒
が
心
配
。
校
長
が

『
十
分
か
二
十
分
、
会
場
の
雰

囲
気
を
見
て
帰
っ
て
こ
よ
う
』

と
話
し
て
い
る
」
と
話
す
。

し
か
も
、
都
教
育
庁
が
区
市

町
村
教
育
委
員
会
に
出
し
た
文

書
に
「
都
立
学
校
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

の
集
大
成
と
し
て
学
校
の
『
教

育
活
動
の
一
環
』
と
し
、
全
校

や
学
年
単
位
の
観
戦
は
『
授
業

日
』
と
し
て
実
施
。
都
の
扱
い

を
参
考
に
対
応
を
」
と
し
た
た

め
、
そ
れ
に
倣
う
市
区
町
村
が

多
い
。
つ
ま
り
、
夏
休
み
中
で

あ
っ
て
も
、
観
戦
に
参
加
し
な

い
と
欠
席
扱
い
に
な
る
。
ま

た
、
観
戦
で
き
る
競
技
や
日
程

は
チ
ケ
ッ
ト
代
を
負
担
す
る
都

が
学
校
ご
と
に
割
り
振
る
た

め
、
自
由
に
選
べ
な
い
。

ど
う
に
も
無
理
な
「
動
員
」

の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
都
教

育
庁
指
導
部
の
守
屋
光
輝
主
任

指
導
主
事
は
、
都
は
三
回
に
わ

た
り
意
向
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
「
参
加
し
な
い
学
校
も
あ

り
、
希
望
制
で
あ
っ
て
強
制
で

は
な
い
」
と
動
員
を
強
く
否
定

し
た
。
交
通
費
は
各
自
か
区
市

町
村
が
負
担
だ
が
、
島
し
ょ
部

の
交
通
費
や
宿
泊
費
は
都
で
の

負
担
を
検
討
中
と
い
う
。

だ
が
、
都
教
職
員
組
合
の
平

間
輝
雄
書
記
長
は
「
強
制
で
は

な
い
が
、
都
や
各
自
治
体
の
教

育
委
員
会
に
言
わ
れ
た
ら
断
れ

な
い
。
ど
の
学
校
も
希
望
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
」
と

言
う
。
あ
る
中
学
校
校
長
は
教

員
へ
の
プ
リ
ン
ト
に
「
国
⊥
都

J
市
区
町
村
に
降
り
て
き
た
事

業
。
国
を
挙
げ
て
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
よ

ほ
ど
の
理
由
が
な
い
限
り
、
不

参
加
は
難
し
い
」
と
書
い
た
。

新
潟
大
の
世
叡
山
洋
介
推
教

授
（
教
育
行
政
学
）
は
「
授
業

日
を
ど
う
設
定
す
る
か
ば
学
校

が
自
主
的
に
決
め
る
こ
と
で
、

指
図
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
都

教
委
が
学
校
の
教
育
活
動
の
一

環
と
し
て
の
実
施
を
求
め
て
い

る
段
階
で
非
常
識
。
学
校
評
価

が
盛
ん
な
申
、
強
要
し
て
い
な

い
と
言
っ
て
も
説
得
力
が
な

い
。
事
実
上
の
動
員
。
熱
中
症

や
移
動
に
伴
う
学
校
か
ら
の
懸

念
に
対
処
せ
ず
、
事
故
が
起
き

れ
ば
都
教
委
の
責
任
に
な
る
」

と
批
判
し
て
い
る
。

「
1
0
分
ほ
ど
見
て
帰
ろ
う
」
の
声
も

愈
同
国
凹

団
塊
の
世
代
の
わ
れ
は
見
導

デ
モ
の
学
生
の
死
去

東
京
都
中
野
区
　
吉

（
評
）
　
「
団
塊
の
世
代
」

は
、
学
生
時
代
に
学
園
聞

し
た
人
た
ち
。
「
見
過
へ

実
感
が
こ
も
る
。

芋
の
香
の
ス
イ
ー
ト
ポ
チ
と

『
歎
異
抄
を
ひ
ら
く
』
を
唇

栃
木
県
鹿
沼
市
　
価

（
評
）
　
『
歎
異
抄
を
ひ
ー
一

い
ま
、
ア
ニ
メ
映
画
で
上

っ
て
い
る
一
冊
。
上
旬
、

化
を
表
現
し
て
、
う
ま
主

観
を
撒
く
も
今
朝
の
寒
さ
に
…

水
桶
の
底
に
動
か
ず

埼
玉
県
所
沢
市
　
廿

憑
り
つ
か
れ
か
け
た
る
風
貌

目
」
寸
」
巾
‥


